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50周年記念号

箕面高校は本年
創立50周年を迎えました。

昭和48（1973）年

昭和44（1969）年

創立50周年祝賀会
日時：平成24年10月

27日（土）18：00
〜

場所：ホテル阪急イ
ンターナショナル
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光
楓
会
員
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
母
校
の
た
め
に
、
光
楓
会
の

た
め
に
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
に
何
度
か
母
校
を
訪
れ
ま
す
が
、
生
徒
の
挨
拶
、
笑
顔
、
元

気
な
姿
を
見
て
い
つ
も
安
心
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
努
力
、

昔
か
ら
培
わ
れ
て
い
る
「
箕
面
高
校
の
校
風
」
は
変
わ
る
こ
と

な
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
一
期
生
の
先
輩
達
・
先
生
方
は
施
設
や
校

庭
等
の
未
整
備
の
中
、
明
る
く
強
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
素
晴
ら
し
い
箕
面
高
校
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
母
校
は
、卒
業
生
の
先
生
が
多
く
帰
っ

て
き
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
ま
さ
に
50
周
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　

青
磁
の
校
舎
は
、
耐
震
補
強
で
少
し
見
た
目
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
今
で
も
堂
々
と
立
ち
、
校
内
の
庭
木
も
常
に
手
入
れ

が
な
さ
れ
、
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
食
堂
も
長
い
年

月
を
耐
え
て
未
だ
健
在
で
す
。
文
化
祭
の
時
は
光
楓
会
役
員
も

食
堂
で
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。

　

校
内
に
入
り
、
生
徒
に
「
お
は
よ
う
！
」
と
声
を
か
け
る
と
、

箕
面
高
校
の
生
徒
達
は
明
る
く
、
ち
ゃ
ん
と
大
き
な
声
で
反
応

し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
後
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。合

掌

（
九
期
生　

池
田
市
常
福
寺
住
職
）

　

箕
面
高
校
は
今
年
10
月
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
光
楓

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
発
展
の
た
め
平
素
よ
り
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

民
間
人
校
長
と
し
て
本
校
に
赴
任
し
て
1
年
が
経
過
し
、「
箕

面
高
校
ら
し
さ
」
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
よ
う
な
公
立
高
校
ら
し
さ
で
も
あ
り
ま

す
。
自
主
自
律
・
和
親
協
力
の
校
訓
の
も
と
で
培
わ
れ
た
、
優

し
く
、
伸
び
や
か
で
、
清
々
し
い
校
風
。
活
気
と
落
ち
着
き
、

自
由
と
規
律
、
ロ
ー
カ
ル
な
素
直
さ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
挑

む
気
概
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
と
豊
か
な
多
様
性
が
箕
面
高

校
ら
し
さ
だ
と
思
い
、
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
伝
統
の
中
に
、
50
年
に
亘
っ
て
諸
先
輩
に
よ
っ
て
注
ぎ
込

ま
れ
た
熱
い
思
い
と
深
い
愛
情
を
窺
い
知
り
、
こ
の
記
念
す
べ

き
と
き
に
校
長
と
し
て
居
合
わ
せ
る
僥
倖
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
3
月
に
卒
業
し
た
47
期
生
は
国
公
立
大
学
の
合
格
者
が

42
名
、
そ
の
内
32
名
が
現
役
、
私
立
大
学
も
関
関
同
立
の
189
名

を
は
じ
め
、
多
く
の
生
徒
が
最
後
ま
で
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。
進
学
校
と
し
て
、
保
護
者
の
方
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
い
く
ら
か
で
も
回
復
で
き
た
か
と
安
堵
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
箕
面
高
校
と
い
え
ば
自
慢
の
英
語
で
す
。

昨
年
、
府
教
育
委
員
会
か
ら
府
立
高
校
の
中
で
ト
ッ
プ
５
校
に

選
ば
れ
「
使
え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
学
校
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
授
業
」「
ス
キ
ル
」「
使
え
る
場
」
の
本

校
の
強
み
を
活
か
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
通
用
す
る
総
合

的
な
英
語
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

府
立
高
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
み
な
ら
ず
社
会
や
時
代
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
今
日
、「
箕
面
高
校
ら
し
さ
」
を
守
る
一

方
で
、
変
え
る
べ
き
は
変
え
て
い
く
こ
と
も
校
長
の
仕
事
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
様
化
し
た
価
値
観
と
の
関
係
性
の
中
で
、

自
ら
学
び
、
自
ら
を
変
え
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
組
織
運
営
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
50
周
年
を
打

上
げ
花
火
的
な
祝
い
事
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
過
去
を
評
価

し
、
現
在
を
分
析
し
て
、「
学
校
は
誰
の
た
め
に
、
ど
う
あ
り

た
い
か
」
と
い
う
箕
面
高
校
の
こ
れ
か
ら
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
光
楓
会
の
一
層
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

光
楓
会
会
長
　
松
尾
　
光
明

　箕面高校には妹ともども
お世話になりました。生徒指
導が厳しく息の詰まるよう
だった中学校の空気が嫌で、
できるだけ自由にのんびり
すごせる高校がいいと思い、
箕高進学を決めましたが、そ
の期待通り、箕高では全てが
のんびりしていました。
　当時は宿題も小テストも
ほとんどなく、好きな推理小
説や進化学の本、その頃興味
のあった西洋史や文化人類
学の本などをゆっくり読ん
で楽しめた３年間でした。妹
も毎日の部活動がとても楽
しいようでした。それでも、
私も妹も希望通りの進学先
に合格できたのは、箕高の生

徒の自主性を尊重し、型には
めようとしない校風が頑固
でマイペースな私たち姉妹
には合っていたからだと思
います。
　毎回手を変え品を変えの
物理の実験や、受験前の３年
生なのに１年間アガサ・クリ
スティーの短編推理小説を
読み続けるリーダーの授業
など、先生方の型破りで超個
性的な授業も大変楽しかっ
た記憶があります。
　これからは箕高の一教員
として、たくさんの楽しい思
い出の恩返しをゆっくりし
て参りたいと思っておりま
す。皆様、宜しくお願いいた
します。

　水谷千代美   　国語科期生

「
校
風
は
変
わ
り
ま
せ
ん
」

「
箕
面
高
校
ら
し
さ
」に

　
　
　
　
　
思
う
こ
と

学
校
長
　
橋
本
　
勇
治

左から14期水谷千代美、17期古川智子、13期小松弘明、３期中西良治、
35期池谷陽平、28期松田剛志

現在箕面高校に勤務されている
卒業生の先生方

みらいへ

の
おもい

みらいへ

の
おもい
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箕面高校創立50周年 記念式典
会場　グリーンホール（箕面市民会館）
日程　平成24年10月27日（土）

第１部　式典

第２部　文化的行事

【講演】
講師：桂　九雀 氏

【音楽】箕面高等学校吹奏楽部
　　　Maple Philharmonic
　　　生徒合唱（音楽選択生250名、有志）

【展示】 生徒作品展示
　　　（美術、書道、家庭科等）

いま むかし 箕面
高校懐かしい母校の写真を、現在の様子と見比べながらご覧ください

在校生のみの参加です。当日、インターネット中継を予定しています。
（詳細は９月下旬に光楓会ホームページで紹介します）

内
　
　
容

昔

昔

昔

今

今

今

昔

昔

昔

今

今

今

昭和40（1965）年　

３期生入学クラス写真撮影

昭和40（1
965）年

体育館建設
中

昭和40（1965
）年　文化祭

昭和42（1967）年４月
食堂を臨む

昭和42（1967）年

十字棟を臨む

昭和40（1
965）年

文化祭

みらいへ

の
おもい

みらいへ

の
おもい

創立50周年
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創
立
50
周
年
の
記
念
事
業
の
紹
介

　北館１階にある２つの講義室に、それぞれエアコン

を設置しました。平成15年から平成16年にかけて、大

阪府の取り組みで各クラスの教室にはエアコンが設置

されましたが、それ以外の教室には設置されませんで

した。そのため、３年生の選択授業で複数の教室に分

かれる際に利用する講義室はクーラーがなく、夏の授

業で生徒は大変暑い思いをしていました。

　学校からの要望により、記念事業の一環として、先

行して平成21年に導入し、すでに効果的に利用してい

ただいています。

　平成23年3月に発行した光楓会報第19号におきまして、協力金のお願いを募りましたところ、

2,003,874円のご協力をいただきました。このうち、1,202,634円につきましては、会報発行の協

力金2,000円を超えた分の全額として、50周年記念事業に使わせていただきます。ご協力ありが

とうございました。

　記念事業のうち、食堂の改修、④〜⑧についてはまだ十分な予算が確保できておらず、実施できるか分

からない状態です。重ねてのお願いで大変恐縮ではありますが、あらためて卒業生のみなさまからのご寄

付をお願いしたく存じます。

　なお、ご寄付については、光楓会報第19号と同じく、会報発行の協力金2,000円を超えた分の全額を50

周年記念事業に使わせていただきます。ご協力よろしくおねがいいたします。

　また、50周年記念事業に使わせていただく分のご寄付をいただいた方全員に、50周年の記念誌を進呈

いたします。（前回第19号で50周年記念事業に使わせていただく分のご寄付をいただいた方にも記念誌を

進呈します。重複の場合は１冊のみです。）

講義室へのエアコン設置（約260万円）2

校歌のCDを作成する予定です。生徒に有志を募り、スタジオで歌を録音します。

現在学校に校歌のCDがないので、今後入学式や、卒業式などの行事で活躍するこ

とになりそうです。

記念品の作成4

正門を入ると真正面に見える南館校舎の入り口に50周

年の横断幕を設置しました。

横断幕の設置5

記念誌の発行（約300万円）3

ご寄付のお礼

記念事業の実施に向けて、さらなるご寄付のお願い

みらいへ

の
おもい

みらいへ

の
おもい

創立50周年
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創
立
50
周
年
の
記
念
事
業
の
紹
介

　古くなっている食堂を改修（リフォーム）して、より使いやすい食堂にします。また、食堂としての

利用だけでなく、光楓会総会をはじめ、姉妹校との交流会など、コミュニティスペースとしても利用

できるようにします。

　エアコンの設置のみ、すでに今年の春休みに工事が終了しました。

食堂の改修（約520万円）1

実施予定の改修
①エアコンの設置（これまでは天井に付いた扇風機でした）

②天井の張り替え（かなり汚くなっています）

③机の更新

　（古くて重いものから軽くて折りたためるものにします）

寄付が集まれば、さらに実施する改修
④蛍光灯の更新（明るくて省エネのものにします）

⑤パーティションの設置

　（コミュニティスペースとして利用する際は、厨房側を見えなくするようにします）

⑥スポットライトの設置（簡易なステージなどを作る際に利用します）

⑦吊りスクリーン（投影ができる据え付け式のスクリーンを設置します）

⑧音響設備（コミュニティスペースとして音を出せるようにします）

⑨扉のサッシ化（重くて冷たい鉄の扉から、軽いサッシにします）

改修の
ポイント

みらいへ

の
おもい

みらいへ

の
おもい

創立50周年
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40周年時の写真

創立50周年祝賀会
日　時　平成24年10月27日（土）
　　　　18：00 〜 20：30（受付17：00 〜）

場　所　ホテル阪急インターナショナル　４階 紫苑の間
　　　　〒530-0013　大阪市北区茶屋町19-19
　　　　TEL 06-6377-2100

参加費　10,000円（当日受付にてお支払い下さい）
司　会　桂

かつら

九
く

雀
じゃく

（14期）　鴨
か も

鈴
す ず

女
め

（14期）
※詳しくは同封のお知らせをご覧下さい

多数のご参加お待ちしております！

青
春
体
感
　　
二
期
生
　
寒
川
　
正
樹
　

　

青
春
時
代
っ
て
、
い
つ
の
頃
の
こ
と
を
言
う
ん
や
ろ
？
そ
れ
は
学
生
時

代
に
は
違
い
な
い
け
ど
、小
、中
、高
、大
学
と
並
べ
て
み
る
と
、や
っ
ぱ
り
、

高
校
時
代
や
ろ
な
あ
。
当
時
は
新
設
校
と
呼
ば
れ
て
、
し
か
も
二
期
生
で

過
去
は
な
く
、
未
来
だ
け
を
見
つ
め
て
い
る
時
代
や
っ
た
。
そ
れ
が
何
時

の
間
に
か
五
十
周
年
を
迎
え
る
ま
で
に
歴
史
を
重
ね
て
い
る
な
ん
て
！

　

最
近
は
、
恩
師
や
同
級
生
の
訃
報
な
ど
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

悲
し
い
け
れ
ど
こ
れ
が
現
実
や
。
み
ん
な
還
暦
を
過
ぎ
て
、
未
来
よ
り
も

過
去
の
時
間
の
方
が
随
分
と
長
く
な
っ
た
。
一
人
で
い
る
と
、
若
々
し
く

輝
い
て
い
た
青
春
の
日
を
ふ
と
、
思
い
出
す
こ
と
も
あ
る
や
ろ
？
み
ん
な

ど
う
し
て
る
か
な
あ
？
屈
託
も
な
く
暮
ら
し
て
い
た
、
あ
の
頃
、
あ
の
時

に
た
ま
に
は
帰
っ
て
み
た
い
。

　

そ
れ
を
体
感
で
き
る
の
は
同
窓
会
や
ね
！

　

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
、
十
月
に
開
催
さ
れ
る
ら
し
い
よ
。
当
時

の
恩
師
や
同
級
生
、
先
輩
、
後
輩
と
も
交
流
し
て
、
青
春
時
代
の
一
ペ
ー

ジ
を
振
り
返
る
良
い
機
会
や
。
是
非
、
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
！

一
期
生
　
杉
迫
　
善
昭
　

　

母
校
が
箕
面
市
に
初
め
て
の
府
立
高
校
と
し
て
誕
生
し
て
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
学
し
た
時
に
は
荒
土
に
建
つ
北

館
一
棟
だ
け
だ
っ
た
の
が
今
や
校
庭
の
木
々
が
大
き
く
育
ち
、
学
校
と
し

て
の
設
備
も
整
っ
た
の
を
見
る
と
感
慨
無
量
の
も
の
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

恩
師
、
同
窓
生
が
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を
見
聞
す
る
度
に
力

強
く
思
い
ま
す
。

　

今
秋
に
は
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
ご
尽
力
で
記
念
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
窓
で
学
び
、
青
春
を
謳
歌
し
た
私
達
が
集
い
、

恩
師
の
先
生
方
と
共
に
慶
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
期
生
　
金
子
　
晴
美
　

　

箕
面
高
校
創
立
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
入
学
前
か
ら
、
姉
が
一
期
生
な
の
で
、
よ
く
箕
面
高
校
に
な
じ

ん
で
い
ま
し
た
。
秋
の
体
育
祭
に
な
る
と
走
る
姿
を
写
真
に
撮
る
よ
う

指
示
さ
れ
、
毎
年
出
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
と
ち
が
っ
て
当
時
は
何
も
無
い
状
態
で
し
た
が
、
美
し
い
風
景
と

清
々
し
い
空
気
の
す
ば
ら
し
い
環
境
の
高
校
で
し
た
。

　

い
つ
も
体
育
の
時
間
は
石
こ
ろ
拾
い
と
運
動
場
の
整
備
だ
っ
た
と
姉

か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
こ
ろ
か
ら
五
十
年
も
た
っ
た
の
か
と
不
思
議
な
気
も
し
ま
す
。

　

二
十
年
前
の
三
十
周
年
の
頃
か
ら
光
楓
会
に
か
か
わ
り
始
め
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
十
年
も
速
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
在
学
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
訃
報
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
、
誠
に
さ
び
し
い
限
り
で
す
。

　

五
十
周
年
を
迎
え
、
誠
に
め
で
た
い
こ
と
で
す
が
、
創
生
期
の
、
一

期
、
二
期
、
三
期
の
先
輩
方
が
当
時
の
先
生
方
と
共
に
脈
々
と
現
在

ま
で
続
く
校
風
を
築
い
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

十
月
二
十
七
日
の
祝
賀
会
に
は
沢
山
の
方
々
が
集
い
、
盛
会
と
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

のお知らせ
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創立50周年祝賀会
十
四
期
生
　
河
田
　
慈
　

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
語
科
の
河
田
慈
で
す
。

　

箕
面
高
校
も
半
世
紀
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
三
十
三
期
、三
十
七
期
、四
十
一
期
の
担
任
を
し
て
十
四
年
間
、

生
徒
と
し
て
三
年
間
通
い
ま
し
た
。
未
だ
に「
山
な
り
、
コ
ロ
助
な
り
。」

と
申
し
て
お
り
ま
す
。担
任
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、教
室
で
ク
ラ
ブ
で
、

生
徒
会
で
…
。

　

同
期
の
会
と
又
違
っ
て
、
こ
の
五
十
周
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
縁

の
あ
っ
た
皆
さ
ん
が
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
に
出
会
え
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
、
あ
の
箕
面
高
校
の
懐
か
し
い
顔

に
会
い
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

四
期
生
　
金
子
　
晴
美
　

　

箕
面
高
校
創
立
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
入
学
前
か
ら
、
姉
が
一
期
生
な
の
で
、
よ
く
箕
面
高
校
に
な
じ

ん
で
い
ま
し
た
。
秋
の
体
育
祭
に
な
る
と
走
る
姿
を
写
真
に
撮
る
よ
う

指
示
さ
れ
、
毎
年
出
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
と
ち
が
っ
て
当
時
は
何
も
無
い
状
態
で
し
た
が
、
美
し
い
風
景
と

清
々
し
い
空
気
の
す
ば
ら
し
い
環
境
の
高
校
で
し
た
。

　

い
つ
も
体
育
の
時
間
は
石
こ
ろ
拾
い
と
運
動
場
の
整
備
だ
っ
た
と
姉

か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
こ
ろ
か
ら
五
十
年
も
た
っ
た
の
か
と
不
思
議
な
気
も
し
ま
す
。

　

二
十
年
前
の
三
十
周
年
の
頃
か
ら
光
楓
会
に
か
か
わ
り
始
め
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
十
年
も
速
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
在
学
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
訃
報
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
、
誠
に
さ
び
し
い
限
り
で
す
。

　

五
十
周
年
を
迎
え
、
誠
に
め
で
た
い
こ
と
で
す
が
、
創
生
期
の
、
一

期
、
二
期
、
三
期
の
先
輩
方
が
当
時
の
先
生
方
と
共
に
脈
々
と
現
在

ま
で
続
く
校
風
を
築
い
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

十
月
二
十
七
日
の
祝
賀
会
に
は
沢
山
の
方
々
が
集
い
、
盛
会
と
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

旧
職
員
　
加
集
　
允
子

　

私
は
実
習
助
手
と
し
て
主
と
し
て
理
科
を
四
十
年
間
担
当
し
ま
し

た
。
あ
の
暗
い
汚
い
臭
い
化
学
室
に
棲
息
し
な
が
ら
、
遠
足
・
体
育

祭
・
文
化
祭
・
耐
寒
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ス
キ
ー
講
習
会
・
ク
ラ
ブ
等
で
生

徒
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
た
事
は
大
切
な
思
い
出
で
す
。
尊
敬
で
き
る

先
生
方
と
誠
実
な
生
徒
さ
ん
に
出
合
え
た
事
は
私
の
財
産
で
あ
り
こ

れ
か
ら
の
糧
で
あ
り
ま
す
。
五
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
昔
を
今
を

語
り
合
い
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
出
席
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
誘
い

合
わ
せ
て
ぜ
ひ
い
ら
し
て
下
さ
い
ね
。

二
十
期
生
　
山
口
　
雅
代

　

今
年
箕
面
高
校
は
五
十
周
年
。

　

私
達
二
十
期
は
、
実
は
三
十
年
前
、
ま
さ
に
二
十
周
年
の
時
に
入

学
し
ま
し
た
。
実
際
学
校
の
中
に
い
る
と
、
何
周
年
？
な
ん
て
ぴ
ん

と
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
と
な
っ
て
は
激
レ
ア
？
な
校
章
の
刺
繍

入
り
の
タ
オ
ル
や
あ
ゆ
み
…
の
記
念
誌
を
頂
き
ま
し
た
。

　

数
年
前
、
初
め
て
の
同
期
会
が
あ
っ
て
以
来
、
あ
ち
こ
ち
で
、
小
さ

く
交
流
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
又
大
々
的
な
会
は
開

催
さ
れ
な
く
…
ぜ
ひ
、
こ
の
五
十
周
年
祝
賀
会
を
利
用
し
て
、
久
々

に
集
っ
て
く
だ
さ
い
。

六
期
生
の
皆
様
へ
　　
六
期
生
　
多
田
　
実
　

　
「
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
は
思
い
出
感
謝
祭
で
す
！
」

　

今
年
「
み
の
ろ
く
（
箕
面
高
校
六
期
生
）」
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
還
暦
を

迎
え
ま
す
ね
。
そ
こ
で
五
十
周
年
祝
賀
会
に
合
わ
せ
て
、
翌
日
十
月

二
十
八
日（
日
）の
お
昼
に
還
暦
記
念
同
期
会
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
案
内
は
改
め
て
致
し
ま
す
。

　

十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両
日
ご
予
定
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
遠
方
の
方
は
一
泊
二
日
コ
ー
ス
で
ど
う
ぞ
）

アメリカンフットボール部
創部50周年記念OB会のご案内

　母校箕面高校は、今年50周年を
迎えます。OB会

としても、10月27日の祝賀会に多数
参加頂き、恩師・

同窓生と伴に母校の50周年を祝っ
て頂きたいと思っ

ています。SPIDERSも母校創立の
年に、タッチフッ

トボール部として創部し、今年で50
周年を迎えます。

　下記のとおり、記念OB会を開催
いたしますので、

OB・OGの多数の参加宜しくお願い
します。

記

日時：平成24年11月10日（土）

　　　11：30〜 14：30

場所：池田市民会館アゼリアホー
ル
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後記

長いこと会長をしています。最近、少し惚けたよう
に感じます。平成6（1994）年から今に至ります。
18年です。光楓会の役員も時間を割いて総会の

段取り、会報作り、ネットでの発信等、夜遅くまで
来てくださいます。主に私のお寺で、弁当を取って
会議をしています。今回の光楓会報が、今も昔も変

わらない母校を懐かしく思ってくださるきっかけ
となれば、光楓会役員皆嬉しく思います。

【協力金のお願い】
光楓会報の発行は、卒業生の皆様からの協力金によって
支えられています。

2,000 円 より
同封の振り込み用紙にてお振り込みください。
なお、箕面高校創立50周年記念事業にご寄付いただけ
る方は、２,000 円以上の額をご寄付ください。
ご寄付のうち、２,000 円は光楓会報の発行協力金に、
２,000 円を超えた分の全額は、50 周年記念事業に使わ
せていただきます。

これからも引き続き光楓会報
が発行できるよう、皆様のご
協力をお願いいたします。

第17号の会報誌より「Ａ４サイズ／８ペー
ジ」となり、多くの情報を掲載することが可能
となりました。
母校の現状や光楓会活動の様子などを知っ
て頂き、光楓会員相互の絆がより一層深まれ
ば幸いと考えております。

～光楓会事務局～

◆最近、同窓会の名前を用いて、新聞へ
の広告依頼やさまざまな勧誘の電話が
あるようです。このような業者と同窓会
は無関係であり、 同窓会が正式に契約
しているのは㈱サラトのみです。どうか、
対応にご注意いただき、不審な電話に
はきっぱりとお断りいただきますようお
願い致します。

平成18年度から
名簿管理及び、
光楓会報の作成・発送を
㈱サラトに委託しました。

ご注意下さい!!ご注意下さい!!

■ 同期会、クラブOB･OG会、クラス会等情報をお寄せください。
　今後の活動の参考にさせていただくとともに、次号の会報に掲載させていただきます。

■ 光楓会から、各期会の支援について
　光楓会員が、各期毎の同窓会を開催しようとするとき支援をいたして
おります。
　宛名シールの打ち出し（名簿管理会社㈱サラトに依頼）、準備の場所提
供、会場の情報等も考えておりますので、気軽にご相談下さい。なお、その
節は会の報告をお願いいたします。
　お問い合わせは箕面高校内光楓会、もしくは会長宅にお願いいたしま
す。（各役員もOKです）

　   住所不明者調査にご協力を！
 「もしこの会報が届いていない同窓生がおられましたら、至急光楓会ま
で、ご連絡を下さい」
　平成20年秋に名簿７号を発刊いたしました。その際かなりの調査をし
たのですが、まだ約5,800名の住所不明者がおられます。友人･知人･先輩
･後輩で、この会報が届いていない方は、住所不明者となっております。是
非この機会にご連絡をいただきたく存じます。会員各位には、ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。
　 〒562−0004　箕面市牧落4−8−66　箕面高等学校内　光楓会宛

もしくは e-mail：koumyom@ka2.so-net.ne.jp 連 絡 先

〒563−0043 池田市神田3−11−2　常福寺　松尾光明
TEL：072−751−3940　FAX：072−754−1226
e-mail：koumyom@ka2.so-net.ne.jp 

光楓会長
連 絡 先

  各種お願い

　光楓会のホームページの更新が滞ってい
ますが、母校創立50周年を迎えて、７月
下旬に新しくリニューアルする予定です。
創立50周年記念行事に関する情報は、新

しくなったホームページ
をご覧ください。

ホームページを
リニューアルします！
ホームページを

リニューアルします！

http://www.kofukai.gr.jp
アドレス

みらいへ

の
おもい

みらいへ

の
おもい

創立50周年


